
　恩田陸（昭58卒）
さん原作、第２回本
屋大賞を受賞した名
作、「夜のピクニック」

（新潮文庫）。脚本・
高橋知伽江さん、音
楽・扇谷研人さん、
そして演出を、本校
出身で映画監督の
故・深作欣二さんの
ご子息である深作健
太さんが手がけ、２
回の全校生徒観劇の
貸切を含めて全10公
演すべてが完売と、
大好評のうちに終了
しました。

そして未来へ、生きることの意味
を問う、卒業生ならずとも深い感
銘を受ける、珠玉の舞台となりま

一緒に歩く会を歩いたそう。終演
後、深作健太さんにぜひ会いたい
と対面が実現しました。「先輩方
の歴史を踏まえて描いてくださっ
て感謝します。長生きして良かっ
た。忘れません」と固い握手を交
わしました。
　今回の全校生徒観劇にあたり
知 道 会 会 員 273 名 の 皆 様 か ら
2,317,500円（9/23現在）の寄付
を寄せていただきました。ありが
とうございました。知道会ホーム
ページにご芳名を掲載させていた
だきます。

創立140周年に向けて　会員の集い　11月12日（土）水戸京成ホテル
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※次ページに続く

音楽劇『夜のピクニック』好評のうちに終了
2016年９月17日（土）～９月25日（日）　水戸芸術館ACM劇場

　原作と大きく異なり、舞台上に
は「水戸一高の歩く会」が実際の
地名とともに再現。過去と現在、

した。
　９月16日に
行われた通し
稽 古 を 訪 れ
た、西野虎之
助 知 道 会 顧
問。西野さん
は、深作欣二
さんと、水戸
一高での３年
間を同じクラ
スで過ごし、西野顧問と深作氏　　写真提供：水戸芸術館（撮影：刑部アツシ）

まさに歩く会を再現した舞台　　写真提供：水戸芸術館（撮影：刑部アツシ）
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　『夜のピクニック』が出版され
てまもない頃、手にした本を一気
に読了した時の高揚した気分を今
も忘れることができません。
　この度、水戸芸術館で音楽劇

『夜のピクニック』が上演される
のに際し、我が水戸一高から恩田
陸さんという希有な作家を輩出
し、母校の伝統行事「歩く会」を
題材とする青春小説の傑作が生み
出されたことの幸せを、改めて深
く感じています。
　「北高」の「鍛錬歩行祭」とし
て描かれた原作とは異なり、今回
の音楽劇では、まさに「水戸一高」
の「歩く会」を舞台にストーリー
が展開していきます。昨年の歩く
会を出発からゴールまで取材して
いただいた制作スタッフの皆様に
は、行事の本質をよく理解してい
ただき、素晴らしい舞台に仕立て
ていただきました。
　知道会員の皆様には多大なるご
支援をいただき、本校生が水戸一
高の『夜のピクニック』を観劇す
ることができました。この場をお
借りして厚く御礼申し上げます。

　　きっとあなたも歩いているよ
　　きっとどこかで歩いているよ
　　ずっと信じている
　そう、あの雰囲気なのだ。気に
なる人がちらちら見えたり、しゃ
べったことのない男子が女子とふ
ざけている。一晩通しのことだか
ら、遠足の延長で宿泊学習に満た
ないような行事。あの頃は「なぜ
やるか」なんて考えもしなかった。
　劇中で歌われる歌が、とても良
かった。みんな歌も上手い。歩く
会の長い距離を、舞台で無理なく
表現していた。暗闇に懐中電灯の
光の帯が交差する場面で、ふっと
昔を思い出した。夜中、もう誰も
口を聞かなくなり、ただ黙々と歩
く。休憩を知らせる笛がピーッと
聞こえると、崩れるようにその場

森田真理子（昭56卒）
広報委員も観ました

校長　鈴木一弘

１学年主任　関口周美

水戸一高の
『夜のピクニック』

観劇によせて
いくつかありましたが、恩田陸さ
んの小説「夜のピクニック」もそ
の一つでした。狭い舞台の中で

「歩く」をどのように表現するの
だろうと疑問に思っていました
が、円形のホール全体を使って演
出された団体歩行のシーンは、ま
るで自分も一緒に歩いているよう
に感じられました。小説を読み自
分の頭の中だけで想像するしかな
かった物語が、自分の目の前で音
楽劇として観られたこと、それを
クラスメイトと共有できたことを
とても嬉しく思います。

　本校生の中には、中学時代に小
説や映画に描かれた「歩く会」に
魅了され、自身が歩く姿をイメー
ジすることで受験勉強を乗り切っ
たという生徒も少なくありませ
ん。特に１年生にとってこの観劇
体験は、夢にまで見た「歩く会」
を目前に控え、イメージを膨らま
せる貴重な機会となったと思いま
す。最後になりますが、知道会よ
り多大なるご援助をいただき、音
楽劇「夜のピクニック」鑑賞の機
会をいただきましたこと、感謝申
し上げます。

　この度は音楽劇「夜のピクニッ
ク」を感情移入して観させていた
だきました。特に、入学当初はデ
ザイン的にあまり好きになれなか
った白ジャージが、観劇後には美
しく感じられるようになりまし
た。一人一人の思いや目標、それ
らの詰まった白ジャージを着たす
べての人物がこの物語の主人公だ
ったと思います。それらを考慮し
たうえでの白ジャージ、その他一
人一人を引き立たせる演出も含め
てメッセージ性の強い最高の舞台
でした。

　僕が水戸一高を目指した理由は

１年３組　石浜有華

１年８組　横須賀啓人
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　会員の集いは昭和60年卒（講演会
担当）、平成７年卒（集い・全般担
当）、平成17年卒（受付担当）が中
心となって実行委員会を組織し、準
備を進めてまいりました。
　今回は、講演会は川上篤さん（Ｓ
60卒）により「剣道のススメ～生涯
剣道を求めて～」と題して講演を、
集いでは小川瞳さん（H17卒）のピ
アノ演奏で会場に美しい音色を響か
せていただきます。講演者、出演者
の詳細は以下の通りです。
　また、今年もパンフレットの広告
料収入により、知道会会費納入の初
年度となる卒業６年目（今年は平成
23年３月卒業）以下の会員の参加
費を無料とし、また、子育て中の会
員も安心して参加できるようホテル
内別室にて託児サービスを提供す
る取り組みを実施します。多くの
方々のご参加を実行委員一同お待ち
しております。
　参加は同封の振込用紙にて集い会
費納入をもって申込みといたしま
す。平成23年３月卒業以下の会員
で集いご出席の方は、卒年氏名を知

道会事務局あてにメール・FAXにて
ご連絡下さい。

講演会　講演者プロフィール
　川上　篤（かわかみ　あつし）

　昭和60年水戸一高卒、ひたちなか
市役所勤務。平成18年９月全日本都
道府県剣道道場対抗優勝大会（主
催：全日本剣道道場連盟）団体戦準
優勝（勝田若葉会：大将）。平成24
年11月 剣道七段取得後10年経過に
より、剣道八段受審資格を取得。現

在、剣道八段挑戦中。中学生等剣道
の監督としても活動中。

集い　出演者プロフィール
　小川　瞳（おがわ　ひとみ）

　平成17年水戸一高卒、公益財団法
人いばらき文化振興財団登録アーテ
ィスト。日本演奏連盟、国際芸術連
盟会員。東京文化会館、水戸芸術館、
常陽藝文ホール等でリサイタルを開
催するほか、オーケストラとも共演。
1999年茨城県学生ピアノコンクール
グランプリ、2012年「アジア国際音
楽コンサート」新人賞など受賞。

に倒れこむ。まだ暖かいアスファ
ルトを背中に感じながら、夜空を
見上げて10分ほど爆睡する。そ
して笛の音で起き上がり、また歩
き出す。自由歩行のスタートは、
辺りがまだ真っ暗で、遥か向こう
でスタートの合図が聞こえた。よ
く走ったもんだ。
　最後の歌の場面では、涙がこぼ
れてしまった。あの貴重な体験を
した者だけが感じる何か。「一高
出身」と聞いて感じる連帯感は、
あの雰囲気を体験しているからこ
そなんではないかな、と思う。
　私も最後の歩く会から○十年。
あのあともずーっと歩いていたん
だなぁ…と気が付いた。
　とても良い舞台だった。

第65期第36回代議員会
創立140周年記念事業内容決まる
3,000万円を目標に募金　生徒海外
派遣事業、電子黒板導入、記念式典
開催等を支援
　第65期（平成27年10月～平成28年
９月）第36回代議員会が平成28年５
月14日（土）14時から知道会館にお
いて開催されました。審議等概要は
以下の通りです。
⑴　栗原幹事長以下各委員長・副委

員長から、当期事業が概ね順調に
進捗している旨報告されました。

⑵　当期中間収支報告について根本
財務委員長から報告され、引き続
き会費納入率向上・口座振替の促
進に努めたいとの説明がありまし
た。

⑶　母校創立140周年記念事業につ

いて栗原幹事長から説明があり、
原案通り全会一致で承認されまし
た。
　記念事業の内容としては、学校
側からの要望を基に①記念式典・
祝賀会の開催②水戸一高年表（平
成20～29年）の作成③電子黒板
の設置（20教室程度）④生徒海
外派遣事業への支援（平成30年
度から10年間）とし、募金目標
額は3,000万円としています。
※募金は平成28年11月から募集を

開始する予定です。会員諸氏の
ご理解をお願いします。

⑷　その他事項として栗原幹事長か
ら卒業年別の年会費納入率が示さ
れ、各学年幹事において住所不明
者の把握に努めるとともに、年会
費の納入促進を図るよう協力を要
請されました。

会員の集いは 11月12日（土）
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一高だより

平成28年
４月
　２日	 第13回OBミニ歩く会＆お

花見会
　７日	 水戸一高入学式
　16日	 第65期第２回幹事会
　17日	 みつば知道会総会
　18日	 広報委員会
　27日	 平成28年度会員の集い
	 第１回実行委員会
５月
　７日	 昭和42年卒業50年同期会
　11日	 親睦委員会
　14日	 第65期第36回代議員会
　25日	 平成28年度会員の集い
	 第２回実行委員会
　28日	 水戸下市知道会総会
	 城里知道会設立総会
６月
　４日	 水戸桜山知道会総会
	 常陽知道会
　９日	 第37回知道会ゴルフ大会
	 大洗ゴルフ倶楽部
　21日	 県庁知道会総会
　22日	 平成28年度会員の集い
	 第３回実行委員会
　25、26日　第68回学苑祭
　26日	 石岡知道会総会
	 茨城町知道会総会
７月
　３日	 常陸太田知道会総会
　９日	 土浦水中一高会例会
　10日	 友部知道会総会
	 岩間知道会総会
　20日	 平成28年度会員の集い
	 第４回実行委員会
	 親睦委員会
　22日	 鹿行知道会例会
　23日	 笠間知道会総会
　30日	 昭和46年卒45周年記念学

年同窓会
　31日	 那珂知道会総会
８月
　１日	 広報委員会
　10日	 財務委員会
　20日	 新荘知道会総会
	 指名委員会　正副幹事長委

員長会議
９月
　２日	 親睦委員会
　３日	 昭和45年卒業生同窓会
　10日	 行餘學会総会
	 第１回知道会バーベキュー

大会
　20、23日　音楽劇「夜のピクニ

ック」水戸一高生徒観劇会

EVENTS

　岡山県陸上競技場で行われた全国
高等学校陸上競技対校選手権大会の
男子800ｍ競走に、北関東地区予選
を１位で勝ち抜いた木村佑（35）が
出場した。気温35度を超える猛暑の
中で行われたレース。予選８組２着
＋８、準決勝３組２着＋２の各レー
スをそれぞれ２着で通過し、翌日の
決勝に駒を進めることができた。決
勝は１分52秒27で自己ベストを大
幅に更新し、見事５位入賞を果たし
た。昭和54年大阪インターハイ800
ｍ競走３位入賞の勢子選手の記録を
更新し、水戸一高陸上競技部に新た
な歴史を刻んだ。

　今年の高校総体登山大会は岡山県
真庭市・新庄村で開催された。本校
は昨年に続き３年連続出場である。
参加したのは、大和田周（39）、軍
司竜杜（31）、北悠樹（35）、鈴木亮

（32）のチームである。岡山県蒜
ひる

山
ぜん

地方の山々を縦走し、体力を競うほ
か、幕営・地形読図の技術や気象・
救急等の登山に関する知識も審査さ
れ総合点で順位が決定する。本校は
100点満点の96.8点で47チーム中13
位であった。
　それまで選手達は３年連続の総体
出場を決めて、全員３年生であるた
め、受験勉強の遅延から来る焦燥感
と戦いながら上位進出を目指し大会
に備えてきた。そのため昨年度の29

位から大きな躍進だったが、0.8点
の僅差で６位に入賞することができ
なかった。全国大会のハイレベルの
戦いでは、ちょっとしたミスが致命
傷になるという悔しい体験もできた
大会であった。

　島根県松江市で開催された全国高
校総体テニス大会に、男子シングル
ス茨城県代表として、住谷格生（35）
が出場した。茨城県大会で優勝し、
２年連続の全国大会出場となった。
　１回戦は、全国でも有名な岡山代
表の選手を相手に、持ち前の多彩で
パワフルなショットで応戦し、大接
戦の末金星をあげた。２回戦では、
暑さで体力を消耗し、大分代表の粘
りのテニスに屈したものの、最後の
インターハイで本来の実力を存分に
発揮し、有終の美を飾る大会となっ
た。

　第13回全国高等学校ARDF競技大
会では７月23日に新しい競技であ
るスプリント競技、24日に144MHz
クラシック競技が実施され、スプ
リント男子６位 小野誠太（24）、女
子優勝 田口真衣（15）、４位 宮下
楊子（18）、７位 法水千尋（17）、
144MHzクラシック女子７位 田口
真衣（15）、８位 法水千尋（17）が
入賞を果たし、学校対抗でも６位に
入賞した。田口真衣（15）は女子
新人賞も併せて受賞した。入賞者の
多くが１年生であり、今後の活躍が
楽しみである。

　広島県福山市で開催された第52回
全国高等学校将棋選手権大会に、茨
城県代表として大東純（38）、細谷

陸上競技部
37年ぶりの全国高校総体入賞

テニス部
２年連続の出場

棋道部
15年ぶり全国大会出場

このページでは、この夏、全国レ
ベル以上で活躍した個人・団体の
紹介をします。

山岳部
総体３年連続出場で全国13位に

アマチュア無線同好会
全国大会入賞
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佳正（37）、山口雄大（36）の３名
が団体戦として出場した。高知代表
土佐高に３－０、三重代表暁高に２
－１でそれぞれ勝利、愛知代表南山
高と前年優勝東京代表麻布高にはと
もに０－３で敗退し、２勝２敗全国
48代表中21位の成績だった。決勝
トーナメントへ進出できなかったも
のの、全国の強豪校と互角に対局で
きたことは今後への大きな財産とな
った。

　７月30日から８月１日の３日間、
書道部門に県代表として斎藤美桜

（23）が参加した。出品作品は昨年
11月より半年かけて制作したもの
で、横90cm縦270cmの額に清時代
の趙之謙という人物の手紙（尺牘）

　６月25日・26日両日にわたって、
水戸一高第68回学苑祭が開催されま
した。テーマは「Innovate－巻き起
こせ！ミトイチセンセーション！」。
凝ったデザインのリーフレットを受
付でもらって中に入ると、かなりの
人出で、特にアトラクションは待ち
の人であふれていました。

（広報副委員長　宮内記）
１　開場待ち

　来場者の親子何組かに聞いてみる
と、水戸一高の在校生の家族ではあ
りませんでした。学校に配布された

チラシを見て来たとか。広報力に感
心。
２　書道部

　展示発表も充実していたと思いま
すが、アトラクション会場とのエリ
ア設定にもう少し工夫があれば、待
ちの人も展示にもっと流れたかなと
思いました。少し残念でした。
３　ダンス

４　縁日

　アトラクションは残念ながらどこ
も一杯で、入れませんでした。赤ち
ゃん連れの親子まで来てたんです
ね。並んでも入ろうという気持ちを
起こさせるのはすごい！
５　呼び込み

　呼び込みも一生懸命で、みんなで
楽しく盛り上がってましたよ。

を原寸臨書した。会場では「趙之謙
の強く柔軟な線質をよく表現した」
との講評をいただいた。交流会は、
全国から集まった出品者がグループ
になって「平和に関する言葉」を合
同で作品にした。全国レベルの生徒
同士での席上揮毫という貴重な経験
は一番の収穫であった。

　全国高校総文祭の自然科学部門
は、7/30（土）～8/1（月）の３日
間、広島大学（東広島市鏡山）で行
われた。
　研究発表（物理･化学･生物･地学
の４部門）とポスター発表があり、
発表12分と質疑応答４分によって
審査が行われた。化学部は「サリチ

ル酸／メタノール系における安全な
サリチル酸メチルの合成」で茨城県
代表として研究発表にのぞみ、全国
の大舞台で堂々と発表した。惜しく
も入賞は逃したが、日々の研究の成
果を全国規模の場で発表する機会を
いただいたことに感謝し、今後の更
なる活動の励みとしたい。

　広島県で行われた第40回全国高等
学校総合文化祭のアナウンス部門に
茨城県代表として、中庭史央里（23）
が出場した。
　アナウンス部門は、郷土の継承を
テーマとした原稿を作成し発表する
という形で、アナウンスの上手さを
競う。話し方はもちろん、原稿の伝
わりやすさや顔の表情まで細かい観
点から審査される。
　結果を残すことはできなかった
が、全国のレベルを肌で感じ、自分
の課題を知るよい機会となった。来
年仙台で開催される第41回全国高校
総文祭の舞台にも立てるよう、いっ
そうの努力をしていきたい。

書道部
全国高校総文祭広島大会出場

放送部
第40回全国高校総文祭出場

化学部
第40回全国高校総文祭
自然科学部門出場

行ってきました 学苑祭
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学年・地域等知道会

　なお、106名から募った母校支援
金363,000円については、拍手の中、
当会幹事長の門井君から知道会の栗
原幹事長に贈呈されました。

榎戸和也（昭46卒）

城里知道会（設立総会）
　５月28日（土）、コミュニティセ
ンター城里において「城里知道会」
設立総会（37名出席）を開催しま
した。
　設立に際しては、知道会・知道会
事務局のご協力を頂き、知道会名簿
に記載の230名に通知し、130名の
現況を確認（町内在住者100名）し、
発起人による打合せを重ねて、開催
に至りました。
　設立総会当日は、知道会（栗原幹
事長）、常陸大宮知道会（大瀧会長）、
那珂知道会（根本会長、萩野谷事務
局長）、瓜連知道会（寺門会長）、水
戸知道会（大金会長）、笠間知道会

（関本・市村副会長）、水戸一高（鈴
木校長）、と近隣の知道会の皆様の
ご臨席を賜り、各知道会や学校の活
動状況等をお話しいただきました。
　設立祝賀会は、会場を「和田新」
に移し、おおいに盛り上がりました。
特に、城里町は歩く会の経由地であ
ることから、次回の歩く会では会を
上げてサポートしよう、などと語り
合いました。
　ところで、女将さんの話では、以
前はこの会場で、私の大先輩が毎年
数名で個人的な知道会を開催してい
たとのこと。もっと早くに知道会を
設立していればと後悔しつつ、これ
からは先輩達のためにも城里知道会
を盛り上げなければと決意を新たに
しました。
　最後に音楽の大家である城里知道
会初代会長（山﨑洋一）の音頭で校
歌を斉唱し、お開きとなりました。

幹事長　綿引静男（昭49卒）

昭和42年卒
卒業50周年同期会を開催
　同期の住所不明者や物故者が増
え、かろうじて名前を思い出しても
顔を思い出せない。このような痴呆
の兆しを恐れ、卒業50年を記念す
る同期会企画を立ち上げました。
　まず最初の作業が「恩師」の消息
でした。「知道会」本部に相談して
名簿の確認を行い、健在の恩師に同
期会を開催する旨の事前案内を送ら
せていただき、同時に住所が判明し
ている同期全員にも同様の案内を送
付することから始めました。年が明
けて行った最終案内で出欠を確認し
たところ122名から出席の返事があ
り、加えて恩師４名も出席いただい
て５月７日に盛大な「50年同期会」
を開催できました。
　席上、会場で配布した「しおり」
に、恩師の思い出や同期の「ひとこ
と」を掲載できたことはよい思い出
になりそうです。また、会場で母校
支援を目的に「寄付金」を募り、後日
母校へは「ワイヤレスマイク・アン
プ」のセット、知道会へは母校支援
を目的とした資金を贈りました。

高野宏彦（昭42卒）

46会学年同窓会
　私たち昭和46年卒業生は、７月
30日（土）、レイクビュー水戸で卒
業45周年の記念同窓会を開催しま
した。
　参加者は91名と５年前より若干
少な目でしたが、恩師と母校校長、
知道会幹事長をお迎えし、楽しいひ
と時を過ごすことが出来ました。
　恩師の先生方のお話に加え、同級
の鷺山女史（フィレンツェ大日本文
学教授）の講演や水垣（旧姓石橋）
さんのシャンソン歌唱などもあり、
あっという間の二時間半でした。64
歳ともなって、現役組から親の介護
組まで境遇はそれぞれでしたが、思
い出話や互いの現況報告、昨今の世
相・政治談議などに大いに話が弾み、
旧交を温めることができました。
　最後は、ひたちなか市で歯科院を
営む野澤君のエールで校歌を斉唱
し、次回の再開を期してのお開きと
なりました。

鹿行知道会例会
　鹿行知道会例会の報告とともに、
本会の紹介をさせていただきます。
　まず、頭の鹿行とは、市制移行前
の鹿島郡、行方（なめかた）郡を合
わせた地域で、茨城県の東南部に位
置しています。当会は25年ほど前、
高木彦治（昭29卒）が発起人として
イニシアチブをとり、和田剛一（昭
34卒）、綿引徳治（昭32卒）の３名
が中心となり設立しました。初代会
長は平輪憲治（昭８卒）、続いて綿
引徳治、現在は松倉則夫（昭41卒）
が就任しています。この地域の知道
会会員は100名程度で多くはありま
せん。毎年行われる例会の参加者は
15名程度と少ないですが、何かあ
ったとき助け合えるとても頼りにな
る仲間たちです。細々ではあります
が、灯を絶やさず続けることが大切
と考えております。
　７月22日（金）鹿島サンロード
で本年度の例会が開催され参加者は
16名でした。当日は稀勢の里関の横
綱昇進をかけた大一番があり皆で応
援しました。残念な結果でしたが、
来場所こそと言いながら例会が始ま
りました。物故者に対する黙祷に続
き、松倉会長の挨拶、知道会副幹事
長深谷新太郎様より水戸一高の近況
を兼ねたご挨拶をいただき、藤田幸
久参議院議員の近況の報告に続き、
羽生藤伍（昭25卒）による乾杯の
発声で始まりました。一人ひとりの
近況報告の中で思わぬつながりがわ
かり楽しいひと時を過ごしました。
最後に校歌をうたい二次会に流れま
した。
　いつものことですが先輩たちに接
すると元気が出ます。若い皆さん、
近くの地区知道会の会合に参加する
ことをお勧めします。
　　鹿行知道会幹事

小室久二雄（昭48卒）

常陸太田知道会
　常陸太田知道会は、同窓生が集い
酒など飲みながら、よしなしごとを
語り合うことを目的に平成15年に
設立され、今年で13回目の総会を開
催することができました。７月３日
の総会は、NPO法人グリーンピュ
ア常陸太田の事務所において始まり
ました。平成27年度の事業報告及
び決算報告は原案どおり承認可決さ
れました。続いて、グリーンふるさ
と振興機構理事長であった佐川卓政
さんによる「グリーンふるさと10
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年の反省」の題目で講演がありまし
た。内容の一部として、お金の切れ
目が事業の切れ目となった旅行助成
補助金事業、県の担当部門の連携が
うまくいっていなかったことなどが
話され、うまくいったこととして、
首都圏の子どもを対象にした「教育
旅行」事業があったとのこと。しか
し、東日本大震災で、続行するのに
苦労したことなど。県北芸術祭は、
予算的にはグリーンふるさと振興機
構もかなりの負担をしたなどのお話
でした。
　続いて懇親会が開催され、各会員
の近況報告で印象に残っている話と
して、関西方面の「たまごかけごは
ん」で活況な街の様子を述べた話が、
また、定年後は農作業に精を出す数
名の会員の話がありました。会運営
としては、会員の平均年齢が高くな
り会の先細りが懸念されています。
　ところで常陸太田知道会では、偶
数月の第１火曜日の午後６時ごろか
ら、NPO法人グリーンピュア常陸
太田の事務所において軽いアルコー
ルとともに懇談会を行っています。
覗いてみたい方は大歓迎ですので是
非おいでください。
　　常陸太田知道会幹事

古市人見（昭46卒）

第13回那珂知道会総会開催
　去る７月31日、那珂市中央公民館
において、会員33名のほか、知道会
栗原英則幹事長、瓜連知道会寺門康
友会長、同後藤克己幹事長、城里知
道会綿引静男幹事長のご来賓ご臨席
の下、本年度総会を開催しました。
　本年度総会は役員改選の年に当た
り、副会長に田中正平氏（昭41卒）、
仲田留美氏（昭63卒）とともに、
私が７人目の会長職を仰せつかりま
した。
　毎年度総会後の講演会について
は、最近では「障がい者福祉の現状
と課題」（仲田留美氏）、「額田小野
崎昭通あて伊達政宗密書とその周
辺」（仲田昭一氏・昭37卒）、「甲子
園の思い出」（川崎正之氏・昭30卒）、

「核融合研究の現状と展望」（清水正
亜氏・昭37卒）と多彩な顔ぶれの本
会会員が講師を務めてきました。

り話すことのない会員間の交流を深
めることが出来たかと思います。そ
して、私個人だけではなく、「水戸
一高でよかった、知道会員であるこ
とを誇りに思う」と皆が再認識した
時間であったかと思います。これか
らも当知道会の活動を定期的に行
い、県の産業振興のためにも各支援
団体間の交流を深耕させていければ
と考えております。

平山桂己（昭59卒）

　今回は元霞ヶ浦水の科学館館長の
木村陽一氏（昭31卒）が「霞ヶ浦導
水事業を通しての治水・利水・環境
を考える」の演題で、天然ニホンウ
ナギ・シジミの激減や近年の豪雨災
害の事例などを分かりやすく解説さ
れ、今後の環境に配慮した災害に強
い国土づくりの方向性について、興
味深い話を聞かせていただきました。
　　那珂知道会会長

小笠原正裕（昭40卒）

茨城県産業会館知道会
　８月24日、プレジデントホテル水
戸にて、茨城県産業会館知道会平成
28年度総会・懇親会を行いました。
　この職域知道会は、茨城県産業会
館内（県の産業振興にかかる支援団
体が所属）の知道会員30名で構成さ
れ、産業会館内の知道会員の交流を
活発化させることを目的に年に一度
開催しているものであります。
　今回は24名が出席した中で、篠﨑
事務局長（県信用保証協会監事、昭
50卒）の司会のもと、根本会員（知
道会財務委員長、保証協会前常務理
事、昭46卒）の開会挨拶から始まり、
続いて鈴木産業会館知道会長（県石
油商業組合・石油業協同組合専務理
事、昭43卒）、川俣顧問（保証協会
会長、元県副知事、昭36卒）の近
況を含めた挨拶を頂いた後、１年間
の活動報告、決算の審議を経て、夜
のピクニックの演劇等、最近の母校
にかかる情報の紹介を行い、総会を
終了しました。
　懇親会の部では、横山会員（知道
会幹事、保証協会専務理事、昭47卒）
の乾杯の発声から始まり、新規会員
の紹介、そして各会員から近況、学
生時の思い出等についてスピーチが
行われ、最後は片根会員（保証協会、
平７卒）の音頭のもと校歌斉唱、住
谷会員（県高圧ガス保安協会専務理
事、昭47卒）の閉会の辞で締めく
くり、盛会のうちに終了することが
できました。
　産業会館知道会は、様々な団体の
職員が在籍し、そして年齢構成も幅
広く、また最近女性会員も増えてお
り、メンバーが非常に多岐に渡って
おります。こうした中で、普段あま

ロンシャン競馬場栄光
の日『華麗なるフラン
ス競馬』
大串久美子　著
駿河台出版社
定価2,300円＋税

　かの有名なフランスのロンシャン競馬場
で経験した、日本のそれとは明らかに異な
る優雅で華麗なフランス競馬の印象がこの
本の出発点となっている。文化の違いなど
という単純な図式ではない、競馬と人と国
家を巡る深く壮大な歴史が存在することを
この本は教えてくれる。フランスに在住す
る著者の長年にわたる研究の成果とあくな
き探究心が、推理小説を読むような面白さ
で私たちを楽しい旅へといざなう。はたし
て競馬が歴史を動かしていたのか…、ぜひ
一読をお勧めしたい。

『元素戦略　科学と産業
に革命を起こす現代の
錬金術』
中山智弘　著
ダイヤモンド社
定価1,900円＋税

　現代版の錬金術とも言われる「元素間結
合」～元素Ａと元素Ｃを混ぜると、その真
ん中に位置する元素Ｂの機能・性質を持つ
元素をつくることができる～
　この基礎研究結果を軸として、希少元素
の価格高騰・供給不安定を解消する「元素
戦略」が立ち上がる。2004年には日本の
各界の権威を集めた箱根会議が開催され、
それを皮切りに、各方面の学者・産官学が
それぞれの持ち家を超えて連携し、先進的
な研究を一体となって邁進していく。現在
でも進められている元素戦略の全体像が体
感できる。

書籍紹介
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　９月10日（土）、東京知道会か
ら幹事長・事務局・各委員会の委

員長が来水され、知道会との交流会を開催しました。
　まず水戸一高で校内を視察した後、水戸城址の風情で整備
された杉山門、二の丸（水戸三高・水戸二中・附属小）塀な
どを見つつ交流会会場の水戸京成ホテルへ向かいました。
　交流会には東京知道会から三ツ石幹事長（昭55卒）以下
８名、知道会から栗原幹事長（昭48卒）以下９名の計17名
が出席し、２時間余にわたり双方の活動内容などについて情
報交換を行いました。今後もこうした交流会を年１回程度水
戸と東京で交互に開催するほか、会員の集いの参加協力や行
事での交流を一層深めていくことなどを話し合い、中締めと
なりました。
　交流によって得
られた繋がりや情
報が双方の活動の
活性化につながる
よう、今後も継続
して参りたいと思
います。

　親睦委員会では、３つの年間イ
ベントが無事終了しました。まず、

今回初めて４月２日の春に開催された知道会お花見会＆ミニ
歩く会は参加人数が15名と少なかったですが、千波湖畔か
ら偕楽園を歩き、護国神社でお花見会をし、会員の親睦を図
ることが出来ました。また、６月９日の知道会ゴルフ大会は、
小雨の降る中、大洗ゴルフ倶楽部で開催され、42名の参加

者でした。シニア優勝軍司英之様、準優勝小林正和様、レギ
ュラー優勝松下真也様、準優勝藤田卓也様でした。平日の開
催は人数が少なく、今後検討が必要です。
　そして、９月10日に行われた第１回知道会バーベキュー
大会は、HP、フェイスブックを通じての募集でしたが、平
成卒以降の方という募集のもと27名とスタッフ７名の参加
があり、阿字ヶ浦クラブで正午より午後３時過ぎまで楽しい
時間を過ごすことが出来ました。
　次年度も楽しいイベントを開催してまいりますので、皆様
のご参加を心よりお待ちいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　星野幸子

　財務委員会では、周年行事に向
けた母校支援の充実と会員相互の

親睦を図るため、利便性の高い金融機関口座振替による会費
納入を推進しております。
　皆様の会費は、会員相互の親睦を深めるほか、「母校発展
の助成」事業として、関東大会・全国大会などへの参加援助
や歩く会支援、生徒海外派遣の助成など、母校の発展と将来
ある在校生への支援に繫がっています。
　母校の発展は、すなわち私たち同窓生にとっても誇りとな
るものです。未来に繫がる母校支援と同窓生の親睦をさらに
深めるために、ぜひとも口座振替による会費納入にご理解と
ご協力をお願いします。
　また、平成30年には母校創立140周年を迎えます。
　皆様の同窓会や地域、職域での集いの際には、ぜひとも皆
様の母校愛を示す寄付金や創立140周年事業に対する募金
につきましても、よろしくお願いいたします。

総務委員会

親睦委員会

財務委員会

　物　　故　　者（H28.4 ～ H28.9 迄にご連絡を頂いた方を掲載しました。）
旧職員　小田　　潤
旧職員　髙畑　　弘
旧職員　宮田かつ代
昭９中　深谷　穆明
昭９中　山崎　康雄
昭11中　横須賀　宏
昭15中　磯崎　　稔
昭15中　加藤　英雄
昭15中　小澤　栄弘
昭15中　中山　敏夫
昭15中　丸山　和夫
昭16中　岡田　信一
昭16中　下河辺　淳
昭17中　川嶋　昇一
昭17中　額賀　信雄
昭17中　生天目力男
昭18中　大久保（稲沼）三郎

昭19中　長谷川（平野）和夫
昭20中⑤白井　　洋
昭20中⑤菊池　正義
昭20中④小沢（市川）辰巳
昭20中④鈴木　壽久
昭21中　刈谷（鈴木）穎
昭22中　宮崎　　守
昭23中　今川　一郎
昭23中　小沢　一郎
昭24中　塙　　治夫
昭26高　片寄　恒雄
昭26高　磯　　義弘
昭26高　根本　亨雄
昭26高　永山　元則
昭27高　益子　和夫
昭27高　海老根　明
昭27高　前澤　嗣伸

昭27高　藤枝　昭一
昭28高　木内　保夫
昭28高　中田　隆郎
昭28高　阿内　裕男
昭29高　加藤　　理
昭30高　飛田　清弘
昭30高　西野　健二
昭30高　渡辺　　功
昭30高　林　　英道
昭31高　菅谷　健造
昭31高　長谷川五郎
昭32高　黒沢　松造
昭32高　宮崎　俊弥
昭34高　鬼沢　邦彦
昭34高　鈴木　勝三
昭34高　斎藤　武久
昭35通　沢幡　芳男

昭36高　小森　哲志
昭36高　大澤　悦二
昭37高　小野　正敦
昭38高　藤田　　信
昭39高　本多　弘子
昭40通　角田吉三郎
昭41高　木村　照夫
昭41高　佐藤　　勉
昭41高　渡辺（羽鳥）成子
昭43高　平野　　昇
昭44高　本田　和男
昭45高　後藤　悦男
昭46高　関根　典昭
昭46高　金沢　正巳
昭46高　岩間　祐一
昭48高　小池　　功
昭53高　冨安　浩一

学校基本データ
学 校 創 立　1878年（明治11年10月２日）
平成28年　創立138年
同窓会員数　37,807人（平成28年９月現在）

住所判明者　21,158人
在籍生徒数　　 973人（男子561人、女子412人

平成28年５月現在）

　「海か、山か、芸術か？」をテーマに９月17日から11月20日までの65日間、茨城
県北地域６市町を舞台に、現代アートの国際芸術祭が開かれているが、その作品の
一つを母校卒業生で世界的な建築家・妹島和代さん（昭50卒）が手がけた。大子町・
旧浅川温泉敷地内に制作された足湯である。妹島さんならではの仕掛けで地域の魅
力を引き出しており、県北へのお出かけの際には会員諸氏の訪問をお勧めしたい。
　茨城県北芸術祭情報をウェブからどうぞ　https://kenpoku-art.jp/

妹島和代さん（昭50卒）が足湯を制作　茨城県北芸術祭に行こう！

委員会

妹島和代さん
（昭50卒）

©Aiko Suzuki
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